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        選挙管理委員会 

        委員長 才藤純一 

 

細胞検査士会 2025-2026 年度 会長・副会長選挙候補者 

 

 

会長候補者（1） 

 

氏 名 阿部 仁（あべ ひとし） 

 

生 年 月 日 1961 年 3 月 6 日 

所 属 施 設 

及 び 職 名 

がん研有明病院 臨床病理センター 技師長 

がん研有明病院付設細胞検査士養成所 教務主任 

現 職 役 職 日本臨床細胞学会理事，細胞検査士会会長 

会 員 種 別 正会員 

所 信 私は皆様のご支援で現在，細胞検査士会会長を 2 期拝命しております．ま

た，2021 年から日本臨床細胞学会全国区理事に当選し，理事も 2 期務

めさせていただいております．この間に，2023 年からは理事会の細胞検

査士委員会担当理事に任命され，細胞検査士資格認定試験の改革に携わっ

てきました． 

日本臨床細胞学会は，専門医と細胞検査士の両輪からなる日本医学会にも

加盟する公益法人であります．本学会は公益社団法人として社会的な貢献

が求められる重要な時期にきており，学会の運営にさらに細胞検査士が関

与し，貢献することが可能であると考えます．2024 年 4 月からは子宮

頸がん検診への HPV 検査単独検法が導入され，今後は多くの課題が山積

しております．細胞検査士会，都道府県細胞検査士会，専門医会の方々と

連携，協力しながら対応していくことが必要です．細胞検査士会として，

がん検診の啓発などの公益活動を行いながら細胞検査士の社会的基盤を

形成し，細胞検査の精度管理・技術向上や教育・研修などの体制を確立し

ていきたいと思います． 

細胞検査士会のさらなる発展のために力を尽くしたいと思い，立候補を決

意いたしました．何卒皆様のご支援をお願い申し上げます． 

 



副会長候補者（1） 

 

氏 名 阿部 英二（あべ えいじ） 

 

生 年 月 日 1963 年 1 月 2 日 

所 属 施 設 

及 び 職 名 

久留米大学医療センター 臨床検査室 病理 

副主任 

現 職 役 職 日本臨床細胞学会評議員，細胞検査士会渉外委員長 

会 員 種 別 正会員 

所 信 この度，細胞検査士会副会長に立候補いたします久留米大学医療センター

の阿部英二と申します．私の本会の経歴は，都道府県代表者委員会委員を

２期務めた後，編集委員長を 2 期，精度保証委員長を１期，都道府県代表

者委員長を１期，そして現在は渉外委員長を拝命しております．また地域

連携組織では福岡県細胞検査士会会長を３期６年務めました． 

この中でも，特に都道府県代表者委員会では，細胞検査士会と各都道府県

細胞検査士会との間のパイプ役として皆様方にご協力をいただきました．

また，渉外委員会では公益広報活動の一環である Love49 活動を通して，

子宮頸がん検診の啓発活動を行うと同時に，細胞検査士の社会的認知を目

指しました．現在の細胞診検査は，細胞診判定のみならず，細胞診検体を

用いた遺伝子検査が急激な発展を遂げており，我々細胞検査士は，常に安

定した精度管理と技術の向上を図っていく必要があります．そのためには

学会や研修会において，より充実した教育活動は必須と考えております．

また，細胞検査士会が益々の発展を遂げるために，各都道府県との更なる

連携強化を目指していく所存です．何卒ご支援賜りますようお願い申し上

げます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



副会長候補者（2） 

 

氏 名 澁木 康雄（しぶき やすお） 

 

生 年 月 日 1971 年 2 月 13 日 

所 属 施 設 

及 び 職 名 

国立研究開発法人 国立がん研究センター中央病院 

臨床検査科/病理診断科 病理検査主任 

現 職 役 職 日本臨床細胞学会理事，細胞検査士会副会長 

会 員 種 別 正会員 

所 信 現在，副会長を拝命しております．また，日本臨床細胞学会全国理事選挙

におきましても，皆様方のご支援で 2025・2026 年度も理事候補とし

て阿部仁会長，伊藤仁前会長と共に当選させていただきました．この場を

お借りして心より感謝申し上げます． 

近年，細胞検査士が学会主催の研修会等において，実施委員長を務めるよ

うになり，2020 年に開催された秋期大会においては大会長を務めるま

でになりました．これも偉大な諸先輩方のご尽力，ご功績によるものと認

識しておりますが，我々もこれまでの取り組みを更に発展させ，次世代に

継承していく使命があると考えております．そのためには，細胞検査士が，

もっと積極的に学会運営に参加していくべきであり，今後も会長を補佐

し，都道府県代表者の方々をはじめとする各地域の方々と密に連携をと

り，会務にあたりたいと思っております．また，子宮頸がん検診における

HPV 検査単独法の導入などに伴い，今後，細胞診を取り巻く環境にも大

きな変遷が想定され，これらの課題についても取り組んでいく必要がある

と考えております． 

本会のため尽力する所存ですので，何卒ご支援を賜りますようお願い申し

上げます． 

 

 

 

 

 


